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岡山大学 2025 年度入試 物理 解説 
 

第 1 問《可動台上の円運動》 

ポイント 
1．可動台の問題 保存則の活用で解く 

 
 ①運動量保存則の条件･･･内力のみはたらき，外力がはたらかない。 

この問題では，図 1 の小球と台の間の垂直抗力を内力と見なすと水平方向に外力がは
たらかないから，運動量の水平成分が保存する。 

 ②力学的エネルギー保存則の条件･･･重力，弾性力などの保存力以外の力が仕事をしない。 
この問題では，床から台にはたらく垂直抗力は動く方向に垂直なため台に仕事をせず，
小球と台の間の垂直抗力はそれぞれに仕事をする（動く方向に垂直でないため）が，そ
の和は 0（小球が台上を運動するので，小球と台の垂直抗力の方向の移動距離は等しく
なり（図 3），仕事の大きさは等しいが，垂直抗力の向きは違うから仕事の符号が異な
る。）なので，力学的エネルギーの和が保存する。 
 

2．可動台上の円運動 
 床上の観測者から見ると台が動くため，小球の軌道は円運動ではないが，台上の観測
者から見ると，台は静止しているので，円軌道を描くから，円運動の運動方程式は，速
さに台に対する小球の相対速度の大きさ�を用いて， 

   � ��
� � � （�は向心力）とする。 

 
問 1．求める速度を�	として，力学的エネルギー保存則より， 
   


� ��	� � ��
 
 ∴ �	 � �2�
･･･答 
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図 1 
図 2 

微小時間に台と小球が

垂直抗力の方向に進ん

だ距離は等しい 

図 3 



岡山大学物理 2025 

2 
KEY Solutions Co., Ltd. 

問 2．求める垂直抗力の大きさを�	として，円運動の運動方程式をたてると， 

   � ���
� � �	 − �� 

この式に問 1 の結果を代入して， 
   �	 � 3��･･･答 
 
問 3．水平方向の運動量保存則より， 
   �� + �� � 0 
 ∴ � � − �

� �･･･答･･･① 
 
問 4．台と小球の力学的エネルギーの和が保存するから， 
   


� ��� + 

� ��� � ��
･･･② 

①を②に代入して， 

   � � �����
���･･･答 

 
問 5．問 4 の結果を①に代入して， 

   � � − �
� � � −�� ���

����� ･･･答 

 
問 6．台に対する小球の相対速度�は， 

   � � � − � � � − !− �
� �" � ���

� � � ������ ��
� ･･･③ 

求める垂直抗力の大きさを�として，台から見た円運動の運動方程式をたてると， 

   � ��
� � � − ��･･･④ 

③を④に代入して， 
   � � #����

� ��･･･答 
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第 2 問《磁界中の荷電粒子の円運動》 

ポイント 
 磁界中の荷電粒子は円運動をするので，円運動の運動方程式をたてる。 

磁束密度の大きさが$の磁界に垂直に速さ�で入射した電気量%�% > 0 の荷電粒子は、
大きさ%�$のローレンツ力を向心力として円運動をする。円軌道の半径
は，円運動の運
動方程式より、 

   � ��
� � %�$   ∴ 
 � ��

'(   

周期)は，) � �*�
� � �*�

'(  

 
問 1．平行平板間にはたらく電界の大きさ+は， 
   + � ,

- 
よって，求める力の大きさ�は， 

   � � %+ � ',
- ･･･答 

 
問 2．加速度の大きさを.として，運動方程式をたてると， 
   �. � ',

-  
 ∴ . � ',

�-･･･① 
求める速さを�とすると，等加速度運動の式より， 

   �� − 0� � 2./ 
①より， 

   � � √2./ � ��',
� ･･･答･･･② 

 （別解）エネルギーと仕事の関係より， 


� ��� � %�    ∴ � � ��',

�  
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問 3．求める時間を1として，初速度 0 の等加速度運動の式をたてると， 
   � � .1 

①，②より， 

   1 � �
2 � /���

', ･･･答 

（別解）運動量変化=力積 の式より， 

   �� − 0 � �1    ∴ 1 � ��
3 �  /���

',  

 
問 4．磁界中に垂直に入射した荷電粒子は，円軌道を描くから軌跡は下の図 

 
 
問 5．S2 を通過した直後，正の電荷の速度の向き（電流の向き）が5軸正の向き，ローレン

ツ力の向きが円の中心を向くから6軸正の向きであるから，フレミングの左手の法則より，
磁場の向きは，7軸負の向き･･･答 

 
問 6．円運動の運動方程式より， 

   � ��
8
�

� %�$ 

 ∴ 9 � ���
'( ･･･① 

問 2 の結果を代入して， 

   9 � ��
'( ��',

�  

   $ � �
: ���,

' ･･･答 

  

S2 

S3 

問 4 の答 
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問 7．質量�
� の粒子が S1 に到達したときの速度�′は，問 2 の結果で，� → �

� として， 

   �′ � � �',
<
�

� √2� 

円軌道の半径を
とすると，円運動の運動方程式より， 

   �
�

�=�
� � %�′$ 

 ∴ 
 � ��=
�'( � �∙√��

�'( ･･･② 

S2 と平板 c に衝突する点との距離は2
であるから，①，②より，  

   ��
: � √�

� ･･･答 

 

問 8．求める時間は，円運動の半周期だから②より，

� ∙ �*�

�= � *�
�'(･･･答 

参考：直径 2
 � ��
'( は，質量が


�倍，速度が√2倍になるから√�
� 倍になり，半周期 ?

� � *�
'( は，

速度は関係なく，質量が

�倍になるので，


�倍となる。 
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第 3 問《ピストン固定のときとピストンが自由に動くときの真空への気体の拡散》 

ポイント 
1．断熱自由膨張･･･全体の体積が一定で，片方が真空，断熱容器の中への気体の拡散では，

温度は変化しない。 
2．気体の状態変化 
 （1）各状態で，①ピストンにはたらく力のつり合い式，②気体の状態方程式をたてる。 
 （2）変化で，熱力学第１法則をたてる。 
３．全体で考えると，ピストンが動かないときは気体は仕事をされないので温度は変わらな

い（断熱自由膨張）が，ピストンが動くときは気体が仕事をされるので，熱力学第１法
則より温度を求める。このとき，単原子分子理想気体の内部エネルギーの変化∆Aは， 

   ∆A � #
� BC∆) 

 
問 1．気体の状態方程式より， 
   D	E9 � BC)
･･･① 
 ∴ )
 � F�G:

HI ･･･答 
 
問 2．)� � )
･･･答 

理由：気体全体を考えると，断熱容器内の変化であるから，外から熱を吸収しない。ま
た，ピストンが動かないから，気体は外部から仕事をされない。よって，熱力学第
１法則より内部エネルギーの変化が０になり，気体の温度は変化しない。 

 
問３．変化後の気体の圧力をD
とすると，気体の状態方程式より， 

   D
E !9 + :
J" � BC)
･･･② 

①，②より，D
 � J
K D	 

よって，求める力の大きさを�として，力のつり合い式をたてると， 
   � + J

K D	E � D	E 
 ∴ � � 


K D	E･･･答 
 
問 4．気体が外部にした仕事をL’とすると，バルブを静かに開くので，容器内の気体の圧力

はD	で一定であるとみなせるので， 
   L’ � D	�E9# − E9 � −D	E�9 − 9# ･･･答 
  



岡山大学物理 2025 

7 
KEY Solutions Co., Ltd. 

問 5．状態③の気体の温度を)#として，気体の状態方程式をたてると， 

   D	E !9# + :
J" � BC)#･･･③ 

よって，気体の内部エネルギーの変化∆Aは，単原子分子理想気体であるので， 

   ∆A � #
� BC�)# − )
 � #

� D	E !9# − #:
J " 

熱力学第１法則より， 
   ∆A � −L′ 
   #

� D	E !9# − #:
J " � D	E�9 − 9#  

 ∴ 9# � 
N
�	 9･･･答 

 
問 6．問 5 の結果を③に代入して， 

   D	E !
N
�	 9 + :

J" � BC)#･･･③ʻ 

③ʻと①より， 
   )# � 




	 )
･･･答 
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第 4 問《ニュートンリング》 

ポイント 
1．光路差∆5は，三平方の定理と近似を用いて計算

する。 

∆5 � 2/ � 
�
C  

2．屈折率の小さい媒質から大きい媒質へ入射しよ
うとするときの反射で位相がπずれるので，上
から入射したときの光を上から見るときは，平
凸レンズの下面での反射では位相は変化しない
が，平板ガラスの上面での反射では位相がπず
れる。 

3．位相の変化の差がπの奇数倍であるとき，干渉
の明暗の条件が逆になる。 

 
問 1．ア：① イ：② ウ：③ 
 
問 2．問 1 の考察より，干渉の条件は逆になるか

ら，暗環が表れる条件は， 
   2/ � �O 

 ∴ / � �P
� ･･･答 

 
問 3．三平方の定理より， 
   C� � �C − / � + 
� 

   C� � C� !1 − -
I"� + 
� 

与えられた近似を用いると， 

   C� ≒ C� !1 − �-
I " + 
� 

   / � ��
�I･･･答 

  

/ 

C − / 

C 


 

光 
目 

C 

O 

平凸レンズ 

平面ガラス 
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問 4．光路差は2/ � ��
I となるから，暗環ができる条件より， 

   ��
I � �O･･･① 

 ∴ C � ��
�P 

 
問 5．点 C から距離
′離れた位置の空気層の厚さ/′は，問③の結果より，図 5 での点 C から


離れた平凸ガラスの位置の点 C からの高さが��
�Iであるから， 

   /= � �=�
�I − �=�

�I�
 

暗環ができる条件より， 

   2/= � �=�
I − �=�

I�
� �O 

 ∴ C � I��=�
�PI���=�･･･答･･･② 

 
問 6．①の
 → 
�として，
� � √C�O 

②の
′ → 
′�として，
′� � � I�I
I�SI �O 

   �=<
�<

� � I�
I�SI･･･答 
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